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重油漏洩による海域への油膜発生について 

 
今般の弊社契島製錬所からの重油漏洩により、同製錬所の沿岸海域に油膜を

発生させ、ご迷惑とご心配をお掛けしておりますことを、深くお詫び申し上げ

ます。 
現時点での当社の調査による原因および対策状況等について、下記の通りご

報告致します。 
 

記 
１．発生経過と対応状況 
２００８年８月１７日１４時３０分頃、製品出荷バース付近で油膜を発見

したので直ちにオイルフェンスを当該バース付近に展張し、油膜拡散の防

止を図るとともに、原因特定に努めました。 
また、直接掬い取りによる除去、オイル吸着マット等の使用により、鋭意

油膜の回収を行いました。 
２．原因 
電解析出鉛溶解炉用のＡ重油配管の下部に亀裂が発生し、重油配管コンク

リートトラフ（側溝）内に重油が漏洩し、ほとんどは構内の側溝等に滞留

しましたが、側壁の隙間から一部が浸透して海岸線に滲み出たものと考え

ます。 
３．対策 
① 漏洩した重油配管は直ちに閉鎖のうえ修理を施し、側溝内に漏出した重

油の回収処理を行っております。 
② 海洋に漏洩した油膜については、引き続きオイルフェンスやオイル吸着

マット等により、海洋汚染の拡大防止に万全を図っております。 
 
当社としては、本件を極めて重大なことと認識し、同所のみならず全事業所

において、改めて各種配管の総点検を実施して、再発防止に万全を期して行く

所存であります。 
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